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《
研
究
と
交
流
》

　
「
数
学
を
応
用
し
た
社
会

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
」が
研

究
の
核
。鉄
道
の
運
行
管
理

や
自
動
車
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

関
係
す
る
も
の
か
ら
、会
社

の
勤
務
シ
フ
ト
や
大
学
の
履

修
科
目
の
効
率
的
な
選
択

な
ど
、社
会
生
活
に
役
立
つ

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
幅
広
く
研

究
。ま
た
、２
０
０
６
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
県
内
の
高
校

と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
社

会
に
役
立
つ
数
理
技
術
」で

は
、高
校
生
が
考
え
た
テ
ー

マ
を
数
理
モ
デ
ル
で
解
決
す

る
な
ど
数
学
へ
の
関
心
を
深

め
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。安

全
な
通
学
路
を
作
る
街
灯

と
信
号
の
最
適
配
置
な
ど
の

地
域
イ
ン
フ
ラ
や
、高
校
生

が
好
き

な
お
菓

子
と
必

要
な
栄

養
素
を

調
査
し
、満
腹
、健
康
、お
い

し
い
食
生
活
と
い
う
食
の
最

適
化
も
学
生
と
共
に
研
究
。

「
高
校
生
の
斬
新
な
発
想
が

私
た
ち
研
究
者
に
と
っ
て
は

刺
激
的
で
驚
か
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
す
」と
吉
瀬
さ
ん
。

《
理
系
女
子
の
歩
み
》

　

小
学
生
の
頃
か
ら
算
数
が

好
き
だ
っ
た
が
、学
問
と
し
て

の
数
学
よ
り
人
に
役
立
つ

「
モ
ノ
作
り
」に
憧
れ
、機
械

工
学
系
に
強
い
東
京
工
業

大
学
に
進
学
。「
社
会
に
役

立
つ
」数
学
を
研
究
す
る
た

め
大
学
院
で
は
経
営
工
学

を
専
攻
し
た
。「
当
時
は
女

子
更
衣
室
が
な
い
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
不
便
で
し
た
が
、研

究
室
で
は
分
け
隔
て
な
く
自

由
に
研
究
で
き
る
恵
ま
れ
た

環
境
で
し
た
」。

　

大
学
時
代
に
所
属
し
た

サ
ー
ク
ル
の
先
輩
と
結
婚
。

愛
娘
は
美
術
大
学
を
卒
業

後
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
業
界
で

活
躍
中
。「
夫
の
趣
味
は
自

転
車
作
り
、
娘
は
仕
事
三

昧
。家
族
が
皆
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
夢
中
で
す
が
、家

事
で
は
何
か
と
夫
の
方
が
上

手
で
ま
っ
た
く
頭
が
上
が
り

ま
せ
ん
」。

　

横
浜
市
か
ら
つ
く
ば
市
に

移
り
住
ん
で
25
年
。筑
波
大

学
の
自
由
な
環
境
で
研
究
活

動
を
続
け
て
き
た
が
、最
近

は
管
理
職
と
し
て
の
業
務
が

多
く
な
り
、研
究
に
集
中
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

が
悩
み
。

　

吉
瀬
さ
ん
本
人
の
趣
味
は

週
３
回
の
ジ
ム
通
い
と
自
宅

で
の
腹
筋
運
動
。「
や
っ
ぱ
り

健
康
が
大
事
で
す
か
ら
」と

笑
顔
。

読めばこの街を
　　　好きになる… つくばで輝く

　　女性研
究者

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系

社
会
工
学
域
教
授

吉
瀬 

章
子
さ
ん

横浜市生まれ。東京工業大学工学部卒
業、同大学院理工学研究科で経営工学を
専攻後、博士（工学）取得。現在は筑波大
学システム情報系社会工学域教授として
「数理最適化モデルのアルゴリズムと応用」
を研究。

Akiko Yoshise

筑波大学キャンパスで
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演

家族そろって浅草へ

学
生
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る

「
新
し
い
視
点
」

つ
く
ば
の
暮
ら
し

《
大
学
の
授
業
と
研
究
》

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
研
究
。

ま
た
、筑
波
大
学
の
外
国
人

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｇ
30
」に

も
参
加
し
、
40
カ
国
以
上
か

ら
来
日
し
て
い
る
約
１
０
０

人
の
留
学
生
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
指
導
し
て
い
る
。最
初
か

ら
答
え
を
出
さ
な
い

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心

の
授
業
を
通
し
、生
ま

れ
育
っ
た
国
の
文
化
や

考
え
方
の
違
い
が
シ
ス

テ
ム
構
築
に
影
響
す
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。「
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
背

景
に
は
各
国
の
文
化

的
側
面
も
大
き
く
作

用
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

研
究
し
た
い
新
し
い

テ
ー
マ
で
す
ね
」。

《
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
日
本
へ
》

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ポ
リ
テ
ク
ニ

カ
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
を
専
攻
。卒
業
後
に

大
学
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
結
婚
し
て
首
都
ブ
カ

レ
ス
ト
の
交
通
研
究
所

に
勤
務
。１
９
９
７
年
に

夫
が
筑
波
大
学
の
留
学

生
と
な
っ
た
の
を
機
に

共
に
来
日
し
、当
初
は

専
業
主
婦
だ
っ
た
が
筑

波
大
学
大
学
院
に
入

学
し
博
士
号（
工
学
）を

取
得
。そ
の
後
、Ａ
Ｌ
Ｔ

（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

と
し
て
小
学
生
に
英
語

を
指
導
す
る
中
、外
国
人
だ

か
ら
こ
そ
気
づ
く
日
本
文
化

の
良
さ
を
体
験
し
た
。「
子
ど

も
の
栄
養
を
考
え
た
日
本
の

学
校
給
食
は
世
界
に
誇
れ

る
素
晴
ら
し
い
制
度
だ
と
思

い
ま
す
」。日
ご
ろ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
保
護
者

と
の
親
睦
を
深
め
る
ほ
か
、

筑
波
大
学
に
着
任
後
は
学

生
や
留
学
生
と
の
交
流
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
つ
く
ば
市
に
夫
婦

と
長
男
・
長
女
の
家
族
４
人

で
暮
ら
す
。都
内
の
会
社
に

通
勤
す
る
夫
は「
20
年
前
と

違
い
、今
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
や
高
速
道
路
の
お
か
げ

で
本
当
に
便
利
に
な
り
ま
し

た
」と
話
す
。自
身
は
大
学

勤
務
と
２
人
の
子
育
て
で
忙

し
い
毎
日
。「
豊
か
な
自
然
や

公
園
な
ど
環
境
に
恵
ま
れ
、

研
究
機
関
の
一
般
公
開
な
ど

も
あ
り
、と
て
も
魅
力
的
な

街
だ
と
思
い
ま
す
」と
笑
顔
。

　

週
末
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

冬
に
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む
な

ど
そ
ろ
っ
て
ア
ウ
ト
ド
ア
派

の
一
家
は
日
本
の
暮
ら
し
を

満
喫
し
て
い
る
。

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系

情
報
工
学
域
助
教

シ
モ
ナ 

ヴ
ァ
シ
ラ
ケ
さ
ん

ルーマニア生まれ。ポリテクニカ大学でコン
ピュータサイエンス専攻。ブカレスト交通研
究所を経て、筑波大学大学院で博士（工
学）取得。現在は筑波大学システム情報系
情報工学域の助教としてコンピュータサイ
エンスを研究。

Simona Vasilache

つくば市内で

家族の写真

交流から生まれる
新たな研究テーマ

つ
く
ば
の
暮
ら
し

《
植
物
の
可
能
性
》

　

植
物
の
表
面
を
覆
う
ク
チ

ク
ラ
や
花
の
形
態
形
成
の
遺

伝
子
制
御
技
術
、パ
ラ
ゴ
ム
ノ

キ
の
ラ
テ
ッ
ク
ス
合
成
組
織

な
ど
を
研
究
。産
総
研（
産

業
技
術
総
合
研
究
所
）が
開

発
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ-

Ｔ
法（
キ

メ
ラ
リ
プ
レ
ッ
サ
ー
ジ
ー
ン
サ

イ
レ
ン
シ
ン
グ
法
）を
使
っ
て

発
見
し
た
ク
チ
ク
ラ
の
形
成

制
御
シ
ス
テ
ム
は
風
雨
や
乾

燥
、紫
外
線
、病
害
な
ど
か

ら
植
物
を
保
護
し
、作
物
育

成
や
植
物
性
ワ
ッ
ク
ス
、有

用
脂
質
生
産
で
の
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、花
び

ら
の
風
合
い
や
品
種
改
良
、

気
候
変
動
に
対
応
す
る
植

物
な
ど
も
研
究
。「
新
し
い
発

見
も
多
く
、植
物
に
は
未
知

の
可
能
性
が
た
く
さ
ん
秘
め

ら
れ
て
い
ま
す
」。

《
分
子
生
物
学
へ
の
関
心
》

　

高
校
在
学
中
、複
雑
で
精

巧
な
仕
組
み
を
持
つ
生
物
に

興
味
を
持
ち
、広
島
大
学
生

物
生
産
学
部
に

進
学
。「
生
体
現

象
を
引
き
起
こ

す
生
体
内
の
相

互
作
用
を
一
つ

ひ
と
つ
研
究
す

る
分
子
生
物
学

に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。ま
た
、

植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
適

用
範
囲
が
広

く
、
世
界
中
の

畑
に
夢
が
広
が

る
と
考
え
て
植
物
研
究
者
に

な
り
ま
し
た
」。同
大
学
院
で

生
物
資
源
開
発
学
を
専
攻

し
博
士
号（
農
学
）を
取
得
。

２
０
０
８
年
か
ら
産
総
研
で

植
物
の
遺
伝
子
研
究
を
続

け
て
い
る
。「
実
用
化
に
は
地

域
や
作
物
の
適
応
性
、経
済

性
な
ど
社
会
的
な
要
件
も

あ
り
道
の
り
は
険
し
い
で
す

が
、未
来
に
向
け
て
必
要
な

技
術
だ
と
信
じ
て
研
究
し
て

い
ま
す
」。

　

現
在
は
大
学
院
で
知
り

合
っ
た
夫
と
つ
く
ば
で
暮
ら

す
。「
最
初
は
夫
の
職
場
に
合

わ
せ
て
東
京
住
ま
い
で
し
た

が
、私
の
研
究
を
応
援
す
る

夫
の
協
力
も
あ
り
つ
く
ば
に

移
住
し
ま
し
た
」と
大
島
さ

ん
。Ｔ
Ｘ
で
都
内
に
通
勤
す

る
夫
は「
つ
く
ば
に
来
て
か
ら

夫
婦
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
や
家

庭
菜
園
、料
理
な
ど
を
楽
し

む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま

し
た
」と
話
す
。自
身
は
調
味

料
作
り
、ピ
ア
ノ
、産
総
研
の

合
唱
サ
ー
ク
ル
活
動
、夫
婦

で
楽
し
む
ゴ
ル
フ
や
家
庭
菜

園
と
充
実
の
毎
日
を
送
る
。

「
家
庭
菜
園
は
栽
培
室
と
は

違
い
思
い
通
り
に
い
き
ま
せ

ん
。大
変
だ
け
ど
勉
強
に
な

り
ま
す
ね
」と
笑
顔
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所

生
物
プ
ロ
セ
ス
研
究
部
門　

研
究
員

大
島 

良
美
さ
ん

大阪市生まれ。広島大学生物生産学部卒
業、同大学院生物圏科学研究科で博士号
（農学）を取得。現在は産業技術総合研究
所で植物遺伝子制御による生産技術開発
を研究。

Yoshimi Oshima

植物栽培室で

海
外
研
究
チ
ー
ム
と
の
共
同
研
究

未知の領域に憧れ
植物の可能性を探る

つ
く
ば
の
暮
ら
し

《
研
究
と
ア
プ
ロ
ー
チ
》

　

野
生
動
物
の
遺
伝
子
分

析
な
ど
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た「
保
護
管
理
」が
主
な

研
究
テ
ー
マ
。全
国
的
に
増

え
す
ぎ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
引

き
起
こ
す
農
林
業
被
害
を
防

除
す
る
た
め
の
管
理
体
制
の

基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
個
体
群

の
遺
伝
子
分
析
ほ
か
、ア
マ
ミ

ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
絶
滅
危

惧
種
の
糞
に
残
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

解
析
す
る
こ
と
で
生
息
数
推

定
法
の
開
発
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

好
き
で
す
が
、研
究
室
で
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
も
重
要
な
仕

事
。動
物
と
人
間
が
共
存
で

き
る
よ
う
な
生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
大
切
に
し
た
い
で
す

ね
」。

《
陸
上
か
ら
理
系
女
子
へ
》

　

幼
少
の
頃
は
、実
家
近
く

で
の
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
や
カ
ブ

ト
ム
シ
捕
り
な
ど
に
忙
し
い

生
き
物
好
き
だ
っ
た
。中
学
・

高
校
で
は
陸
上
部
で
活
躍

し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
ま
で

夢
見
て
い
た
が
ケ
ガ
で
断

念
。大
学
１
年
の
時
に
過
ご

し
た
北
海
道
長
万
部
で
地

球
環
境
の
研
究
に
興
味
を

持
っ
た
。「
北
海
道
の
大
自
然

に
魅
了
さ
れ
た

時
の
感
動
が
、

今
の
仕
事
に
つ

な
が
っ
て
い
ま

す
」。大
学
で
は

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
学
び
、最

先
端
の
ゲ
ノ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
参
加
。
卒
業

後
に
「
憧
れ
の

地
」と
な
っ
た
北

海
道
で
大
学
院

に
進
み
博
士
号
を
取
得
。そ

の
後
、日
本
学
術
振
興
会
海

外
特
別
研
究
員
と
し
て
渡
米

し
２
年
間
研
究
に
没
頭
す
る

中
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
出
会
っ

た
ア
メ
リ
カ
人
と
結
婚
。公

私
と
も
に
充
実
の
日
々
を
過

ご
し
た
。「
研
究
に
集
中
で
き

た
上
に
苦
手
な
英
語
も
上

達
し
た
の
は
主
人
の
お
か
げ

で
す
」。

　

結
婚
後
し
ば
ら
く
は
日

米
で
離
れ
て
の
生
活
が
続
い

た
が
、現
在
は
活
発
な
男
の

子
２
人
と
夫
婦
の
家
族
４
人

で
つ
く
ば
市
に
住
ん
で
い
る
。

自
身
も
暮
ら
し
や
す
い
と
感

じ
て
い
る
が
、生
物
学
者
と
し

て
都
内
の
大
学
に
通
勤
す
る

夫
も「
つ
く
ば
は
外
国
人
も

多
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲

気
。自
然
も
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
街
」と
満
足
し
て
い
る

と
い
う
。趣
味
の
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
で
は
、
25
歳
の
時
に
ケ

ニ
ア
の
大
会
に
初
参
加
し
て

か
ら
現
在
ま
で
各
地
の
大
会

に
参
加
し
て
い
る
。「
ハ
ー
ド

な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
生
傷
が

絶
え
ま
せ
ん
が
、私
を
支
え

て
く
れ
る
大
切
な
趣
味
な
ん

で
す
」と
笑
顔
。

森
林
総
合
研
究
所

野
生
動
物
研
究
領
域　

主
任
研
究
員

永
田 

純
子
さ
ん

さいたま市生まれ。東京理科大学基礎工
学部卒業、北海道大学大学院で博士号
（地球環境科学）取得。カリフォルニア大学
バークレー校を経て、現在は森林総合研究
所で遺伝学的アプローチから野生動物を
研究。

Junco Nagata

森林総合研究所で

ニ
ホ
ン
ジ
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趣味のマウンテンバイク
と家族

大自然に魅了され
野生動物の研究へ

つ
く
ば
の
暮
ら
し

（54）

（45） （36）

留学生との交流

趣
味
の
ゴ
ル
フ

つくば市役所のリケジョ職員紹介

問合せ先
T E L：
E-mail：

０２９-８８３-１１１１
pln112@city.tsukuba.lg.jpつくば市科学技術振興課

①.名前（よみがな） ⑤.今の専門職を目指した理由

②.所属部署・職 ⑥.市役所を目指した理由

③.勤続年数 ⑦.休日の過ごし方

④.日頃の業務内容

質 問

大谷　和代
（おおたに　かずよ）

①

都市計画部　
都市計画課・係長②

④

④

⑤

⑥

⑦

⑤

⑥

⑦

13年目③

廣瀬　愛耶乃
（ひろせ　あやの）

①

都市計画部市街地振興課
学園地区市街地振興室 技師②

3年目③

　

　
 子どもの頃に、住宅のチラシ

を見るのが好きで、そのうちに
雑誌等を見るようになり、自然と建

築を勉強したい、建築家になりたいと思う
ようになりました。

　

都市計画には、土地利用に一定のルー
ルを設け、望ましい都市のあり方へ誘導
する役割があります。例えば、戸建て
住宅地の中に高層の建物ができない

ようにしたり、駅前にお店や事務所を誘導し
たり、というものです。
　既に決まっているルールの問い合わせ対応
や、新しいルール作成の検討をしてい

ます。

　
　家族（夫と保育園に通う娘）
と一緒に過ごしています。この
間は、研究所の一般公開に行き
ました。家族で楽しめるので
おすすめです。

　学園地区市街地振興室は、
つくば市の中心市街地であるつく
ば駅を中心としたまちの活性化を
担当する部署です。私は、中心市街地
のまちづくりに関する計画の作成や、
良好なまちなみを形成するための誘
導手法などの検討を行ってい
ます。

　父親が大工であったことの影
響から、建築や土木工学を学べる
大学に進学しました。その後、民間
企業で都市計画に関する仕事を経験
し、これまでの知識と経験を活かすた
めに土木技師として入庁しました。

 音楽が好きなので、学生の時
から仲の良い友人と集まっ
て楽器の演奏をしたり、職場の
音楽好きが集まる音楽イベント
に参加したりしています。

2018 年８月特別号 2018 年８月特別号

常陽リビング　平成 29年 6月 24 日号掲載 常陽リビング　平成 29年 7月 22 日号掲載

常陽リビング　平成 29年 8月 26 日号掲載 常陽リビング　平成 29年 9月 23 日号掲載

　

　大学卒業後、民間のハウスメーカーで、
戸建て住宅の商品開発の部門に勤務して
いました。大学の同級生が（他の市です
が）市役所で建築職として働いていて、
彼女から話を聞いたことが、自分も行
政で働きたいと思ったきっかけです。
それから、つくば市の出身なので、
地元に帰りたいということも
ありました。

　土木関係の職場は、まだまだ男性の比
率が高い傾向にありますが、市役所は専
門職も事務職も同じ勤務環境にあります
ので、結婚してからも仕事も続けられ
る環境が揃っており、魅力的な職場
だと考えました。


